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Strix6：１－１３(1987）

北海道十勝地方のタンチョウの生息状況’

日本野鳥の会十勝支部２

緒言

タンチョウは十勝地方にも少数ながら生息し繁殖もしている．しかし，その生息状況に

ついては，飯嶋･山田(1983)，北海道教育庁(1975,1981)，正富ら(1982,1983)，MASATOMI

etal．（1985)，北海道（1986）が簡単に触れているだけである．

今回，十勝地方全体のタンチョウの生息状況を明らかにする目的で資料の整理を行った

ので報告する．

・調査期間および調査方法

十勝地方におけるタンチョウの主な生息地は，大樹町と豊頃町である．大樹町について

は飯嶋・山田（1983）を参考にし，1969-85年の，豊頃町やその他の地区については1976-

85年の資料をまとめ，これに検討を加えた．繁殖状況については，飯嶋・山田（1983）と

かなり重複する．

調査は随時行い，観察には8-10倍双眼鏡および25-50倍の望遠鏡を用いた．記録提供者は

次のとおりである．

飯嶋良朗，土田光子，伊藤篤二，村上寿之，徳永晃，志村国昭，川辺百樹・山田政一，

百瀬邦和，中村悟，高倉功，村上明生，加藤徹，若杉節，髪右近，早丸寛，芳賀良一，藤

巻裕蔵，青木則幸，宮嶋浩路，横山渡，平沼裕，須田修，建部邦彦，小野登士和，恵原琢

朗，正富宏之，Ｍｒ.＆Mrs､ARCHIBALD，山田勇一，海富武彦，中村正幸，松尾武芳，大

笹清，杉本剛，浅水慎一，前田崇雄．

このほか，十勝支部機関誌｢十勝野鳥だより｣，帯広畜産大学自然探査会機関誌「どんか

ち」の記録，毎年12月５日を中心に行われるタンチョウー斉調査の結果も資料として用い

た．一斉調査の結果は大樹，豊頃，浦幌池田の各町の教育委員会および十勝支庁から御

提供いただいた．

なお，本報告の成鳥，幼鳥，亜成鳥は，それぞれ，完全に成鳥羽のもの，その年にふ化

したいわゆる当才雛，前２者以外で完全に成鳥羽になっていないものをさす．

1986年11月20日受理

１．執筆者：飯嶋良朗．〒O89-21北海道広尾郡大樹町下大樹大樹町農業共済組合

２．〒O80帯広市稲田町．帯広畜産大学野生動物管理学研究室



結果と考察

1．生息状況

１）生息場所

主な生息場所は大樹町と豊頃町である（Figl)．

大樹町：繁殖地であるキモントウ沼，生花苗沼（オイカナマイヌマ)，当縁（トウベリ）

川河口一帯の湿原（以下トウベリ湿原）およびその周辺で観察されるほか，非繁殖期には

相川（旧興農)，住吉（１日昭徳)，寿，中島，歴舟（旧更生)，茅武で観察記録がある・相

川，住吉のような日高山脈山麓部での記録は稀で，これまでにそれぞれ１例あるのみであ

る．繁殖期間中に繁殖地周辺以外に飛来した例は少なく，1983年６月15日，３羽が中島(旧

瑞穂）で観察された１例があるのみである．

豊頃町：沿岸部に湧洞沼，長節湖の２湖沼があり，十勝川を境に浦幌と接している．豊

頃市街および茂岩の市街地は十勝川河口から約１８ｋｍの位置にあり，その上流約２ｋｍの

川畔に育素多沼がある．育素多沼から河口までの左岸沿いには，三カ月湖や小沼が散在す

る．河口南岸に大津市街があり，河口一帯に湿原が展開する．以後，豊頃町大津を中心に

河口南岸（右岸）に展開する湿原を大津湿原，河口北岸（左岸）から浦幌十勝川の河口

の間に展開する湿原をトイトッキ湿原と呼ぶことにする．

豊頃町では，繁殖地である湧洞沼，大津湿原，長節湖を中心に観察されるほか，十勝川

流域（河口から育素多沼まで）に観察記録が集中している．このほか，牛首別川支流久保

川流域の二宮で少しの記録がある(1982年11月７日２羽，1983年６月28日２羽)．繁殖地以

外でのまとまった観察記録は1981年からのものしかないが，それによると，繁殖の観認さ
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TableLSightrecordsoftheJapasesｅＣｒａｎｅａｔｔｈｅＵｒａｈｏｒｏｒｅｇｉｏｎ
ｉｎｔｈｅＴokachiDistrict,Hokkaido．

DateofObservation

1956

1971

1983

1984

Dec,４

０ct・l6

Nov.－

Nov､３０

０ct､７

Ｄｅｃｌ

ｌ９８５Ｊｕ1.9

０ct､１０

Nov,1０

Place

Toyokita

Aiushi

Aiushi

Yoshino

Toitokki
Marsh

Toyokita

Tokachibuto

Toyokita
↓
Toitokki

Marsh

Toyokita

Numbers（Nos､ｏｆGroup）

Ａ１［deadbody］

Ｊ１［deadbody］

Ａ２

１

１

２，ｌ

Ａ２

Ａ２ＳＡ（ｏｒＪ）１，（２）
Ａ２

Ａ５

Ａ：ＡｄｕｌｔＳＡ：Ｓｕｂａｄｕｌｔ Ｊ：Juvenile－：Unknown

３

（１）

（１）

(１）

（２）

(１）

(一）

れていない場所でも，繁殖期間を通して，成鳥や亜成鳥が観察されている（Table４)．

浦幌町：主に十勝川河口で観察されている．現在のところ，トイキトッキ湿原は大津湿

原あるいは長節湖で繁殖する番の行動範囲と考えてよいであろう．これまでの浦幌町にお

ける観察例は，主に，非繁殖期のもので，吉野より内陸部では，タンチョウの生息に適し

た環境がないため，観察記録はない．浦幌町における記録をＴａｂｌｅｌに示した．ただし，毎

年12月に行われる一斉調査の記録は除いてある．

その他：1977年9-10月，１羽が中川郡池田町川合のゴミ捨場に飛来した（1977年１０月２１

日付十勝毎日新聞)．ここは十勝川流域であり，豊頃町に生息していたものが川沿いに移動

したものと思われる．このほか，池田町には，一斉調査時の記録が１例ある（Table５)．

1978年２月１７日，広尾郡広尾町札楽古(楽古川河口より約１０ｋｍの地点，すでに日高山

脈に入る）に亜成鳥２羽が飛来した．これらは楽古川河口に移動し，３月上旬まで滞在し

た．十勝地方におけるタンチョウの２月の観察例は非常にめずらしく，我々の知る限りで

は，このほか，大樹町での１例（後述）があるのみである．

1981年４月，足寄郡陸別町苫務のデントコーン畑に１羽が飛来した（1981年５月３日付

北海道新聞)．これは繁殖しない個体であろう．

1983年６月16日，河東郡上士幌町に亜成鳥と思われる３羽が飛来し，市街周辺や束居辺

の畑で１８日まで観察された（川辺1985)．これらは繁殖しない個体であろう．

２）生息期間

十勝地方全体では，１年を通してすべての月に観察記録がある．しかし，冬期の記録は

極めて少ない．冬期は釧路地方に移動するものと考えられる（飯嶋・山田1983)．

大樹町：記録が多いのは４月上旬-11月下旬である．生花･晩成地区の住民によれば，タ

ンチョウは毎年３月下旬には見られており，また，１２月下旬まで，少しの観察記録がある．

１月一３月上旬の記録としては，1980年１月５日（中島３羽)，１月11日（美成，１羽，た

だし１月上旬に1-3羽の観察があった)，1984年１月（美成，１羽）におけるものがある．



このほか，1974年１月７日，凍結したキモントウ沼の雪上に新しい足跡が認められた記録

がある．また，数年前から（確実な記録では1980年から)，１０月下旬になると茅武に1-2羽

が飛来し，翌年１月中旬まで滞在するようになった．これらは成鳥の場合もあれば，非成

鳥の場合もあった．茅武には，冬期凍結しない湧水があり，そこを中心に生活していた．

しかし，1985年から86年にかけての冬期間には，同地区への飛来はなかった．

1985年２月28日，成鳥２羽が生花苗沼で観察された．また，1978年３月９日，市街部の

寿に２羽が飛来した．厳冬期には我々の調査回数も少ないので，この時期にタンチョウの

飛来はあっても，観察されていないのかも知れない．冬期，生花苗沼ではワカサギ釣りが

行われるが，釣り人によるタンチョウの観察もないわけではない．しかし，これらの記録

は確認するに至っていない．上述のように，タンチョウは３月下旬一４月上旬に渡来し，１２

月下旬にはほとんどが渡去するのが普通である．冬期，タンチョウが生息しないのは，凍

結しない水場が極めて少はいという理由によるものと考えられる．最も遅い記録は12月２３

日（1979年）であった．

豊頃町：豊頃町における生息期間も，大樹町とほぼ同じである．最も早い記録は３月２８

日（1982年２羽旧利別川流域）であり，最も遅いのは12月24日（1983年２羽旧利別川流域）

であった．冬期間の記録はほとんどないが，これは調査回数が少ないためと思われる．

2．繁殖

これまでに，十勝地方で繁殖が確認されたのは，大樹町で４か所，豊頃町町で３か所の

計７か所である．大樹町の繁殖状況については，飯嶋･山田（1983）が1971-1982年の記録

を，十勝全体については北海道（1986）が1971-1985年の記録を報告しているが，これらは

資料の読み違いや検討の甘さなどから内容に誤りも認められ，また，今回追加された記録

もあるので，今後の混乱を避けるため，地区毎に繁殖状況を詳述する（table2)．

ｌ）大樹町

キモントウ沼，生花苗沼，ホロカヤントウ沼，トウベリ湿原の４か所で繁殖が確認され

ている．

キモントウ沼：大沼とその東南部の小沼とからなっており，大沼の北側と小沼の周辺で，

ほぼ毎年１番ずつが繁殖している．両番のなわばりの境界は大沼と小沼の間にあるようで

ある．繁殖の初確認は1973年であった．４月29日，小沼で抱卵中の成鳥が認められた．１２

月２日には大沼で成鳥２羽・幼鳥１羽，それとは別に行動する成鳥２羽が見られた．大沼

で見られたこれら家族の由来は不明である．この年，１番の繁殖は確実であり，もう１番

繁殖した可能性もあるように思われる．1974年８月８日，幼鳥１羽を伴った番が２組観察

された．1975年は繁殖の確認をしていないが，繁殖期間を通して成鳥が見られており，こ

の前後の年に２番が繁殖していることから考えて，1-2番繁殖した可能性はある．1976年７

月２日，大沼で成鳥２羽・幼鳥２羽，小沼で成鳥２羽・幼鳥１羽，また大沼で幼鳥を伴っ

た家族とは別に行動する亜成鳥１羽が観察された．1977年は大沼で１番，小沼で２番の営

巣が認められたが(正富ら1982)，幼鳥の確認に至っていない．1978年４月21日，大沼の南

側で抱卵中の成鳥が観察された．これは営巣場所から推定して，これまで小沼で繁殖した

番と思われた．後日，この巣は放棄され，大沼と小沼の間に新しい巣が作られた．大沼で

は繁殖を確認していないが，大沼北側で繁殖期間を通して成鳥が観察されているので，繁
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Table２．ConfirmednumbersofbreedingpairsoftheJapaneseCrane
intheTokachiDistrict,Hokkaido．
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殖した可能性はあると思われる．1979年は２番の営巣が確認され，７月11日には成鳥２羽・

幼烏１羽の家族が観察されたが，どちらで繁殖したものか不明である．1980年も２番が繁

殖した．６月９日にはそれぞれの番に２羽の幼鳥が認められたが，８月には幼烏は１羽ず

つとなっていた．1981年７月20日，大沼で成鳥２羽・幼鳥１羽，小沼で成鳥２羽が見られ

た．６月27日には成鳥１羽・幼烏１羽が，９月１５日には成鳥２羽・幼鳥１羽が観察されて

いるが，いずれもどちらの番かは不明である．この年，大沼で１番が繁殖，小沼でも繁殖

があったものと思われる．1982年も２番の繁殖が確認された(正富ら1982)．１０月17日には

成鳥２羽・幼鳥１羽が見られたが，この家族の由来は不明である．1983年も２番の繁殖が

確認された（正富ら1983)．７月31日には大沼で成鳥２羽・幼鳥１羽が見られており，ま

た，６月19日にも同構成の１群が観察されているが，これはどちらの番かは不明である．

1984年７月29日，大沼で成鳥２羽・幼鳥１羽が観察された．小沼では繁殖期間を通して成

鳥１羽が観察されており，また，空中からの調査でも１巣しか観察されていないので（Ｍ

ＡＳＡＴＯＭＩｅｔａ1.1985)，この年の繁殖は１番だけであろう．1985年６月８日，大沼で成鳥

２羽･幼鳥２羽が観察された．小沼では成鳥1-2羽が繁殖期間中見られているので，繁殖活

動を途中で中止したか，あるいはまったく繁殖活動に入らなかったのかも知れない．前年，

小沼では成鳥１羽しか観察されなかったので，この年小沼で見られた番は，これまで小沼

で繁殖をしてきた番とは異なった配偶か，あるいはまったく別の番と考えられる．

生花苗沼：北海道教育庁（1981）は，1979,1980両年にこの場所での繁殖を報告してお

り，また，ここをタンチョウが毎年繁殖する良好な営巣地としているが，飯嶋･山田(1983）

は北海道教育庁の考え方には否定的であった．ところが，今回の新資料の追加によって，

連続繁殖の可能性が出てきた．
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１

１１
１
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この場所では1975年から成鳥の記録があり，また，生花苗沼-キモントウ沼間の生花地区

では1970年１１月25日より成鳥の記録があり，1972年には10月14日一12月５日間，幼鳥を伴

った家族も見られた．この年，十勝地方では繁殖の確認はなかった．生花地区では，幼鳥

は1975年を除いて，1976年まで秋一冬期間に観察されている．生花苗沼では，1977年９月

15日には成鳥２羽・幼鳥１羽が観察された．この記録は後述するように幼烏も飛行可能な

時期のものであり，この年の4-8月の記録や，前年（1976年）の記録が極めて少ないこと，

生花苗沼がキモントウ沼と近接しており，キモントウ沼ではこの年３番の営巣が確認され

ていることなどを考慮すると，繁殖した可能性はあるものの，断定することはできない．

1978年には４月29日に抱卵中の成鳥が観察されたが，幼鳥の観察記録はない．1979年には

５月22-29日に営巣が確認され（北海道教育庁1981)，１１月３日には成鳥２羽・幼烏１羽が

観察されたが，この家族の由来は不明である．1980年も営巣し，６月9-15日には幼鳥２羽

が認められた(北海道教育庁1981)．しかし，このうち１羽の幼烏は途中死亡したようであ

る．1981年は営巣抱卵の確認はないが，９月26日に成鳥４羽・幼烏２羽が観察された．こ

れはどのような家族構成であったかは不明であるが,５月３日より成鳥1-2羽が見られてお

り，この年，生花苗沼で繁殖したものである可能性は極めて高い．しかし，別項で述べる

ように，ここでは繁殖しないと思われる個体も観察されているので，繁殖したと断定する

に至らない．1982,83両年も繁殖は確認されず，空中調査によっても巣はみつからなかっ

た(正富ら1982,1983)．しかし，繁殖期間中成鳥は観察されている．1982年は３月30日－５

月26日間，成鳥1-5羽の記録があり，１０月17日には成鳥２羽･幼烏１羽が見られたが，この

家族の由来は不明である．1983年は４月３日－６月19日間，成鳥1-3羽の記録がある．主に，

２羽の群である場合が多く，１羽ずつ別々に行動している場合や，３羽１群の場合もあっ

た．この中には，明らかに繁殖していないと思われる個体もいた（Table5)．従って，

1982,83両年とも，繁殖の可能性は全く否定できない．1984年５月22日，就巣交代の儀式

が見られ，営巣が確認された．ただし，幼鳥を認めるに至っていない．1985年５月26日，

成鳥２羽・幼烏２羽を飛行機から観察した．

以上のことから，北海道教育庁（1981）のように，タンチョウが毎年繁殖するとは断定

できないが，タンチョウの毎年同一番が同一場所で繁殖するという生活様式（正富1970）

からいえば，積極的阻詳要lkIのない限り繁殖の連続する可能性は，生花苗沼周辺において

はあるのかも知れない．

ホロカヤントウ沼：この油の周辺の湿地は非常に狭く，1980年に１回の繁殖記録しかな

い．飯嶋・山田（1983）は，この場所での繁殖記録を1981年のみとしているが，これは資

料の読み誤りである．1980年５月４日，増水のため水没した巣と２卵，および巣の近くに

いた成鳥２羽が観察された．従って，この場所では１度も瞬化に至っていない．

トウベリ湿原：我々の資料では,1961年１０月から観察記録があるが,繁殖の初確認は1971

年であった．この年，湿原内に放牧されるウシ・ウマの管理人によって，夏から幼烏が観

察されていたが，９月22日に幼鳥１羽を確認した．1972年は春先から成鳥が観察されてい

るが，８月２日に成鳥の腐乱死体が発見されており，また幼烏の確認もないので，この年，

繁殖活動には入らなかったか，入ったとしても，途中放棄されたのであろう．1973年８月

19日，幼烏１羽を観察したが，これは成鳥２羽とともに飛釧中であった．飯嶋･山田(1983）

は，この年，北海道教育庁の調査でも巣を発見したと述べているが，これは1974年の営巣
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抱卵確認の記録の読み誤りである．1974年８月21日，成鳥２羽・幼鳥１羽が観察された．

1975年は４月９日一11月４日間，成鳥２羽が見られた．巣卵や幼烏の確認はないが，繁殖活

動に入った可能性はある．1976年８月4-30日，成鳥２羽・幼鳥２羽が認められた．この年，

キモントウ沼大沼の番にも幼鳥２羽が認められている．1977年は放牧家畜の管理人によっ

て夏から幼鳥が見られていたが，９月23日，幼烏１羽を確認した．1978年も同様で，９月

24日に幼烏１羽を確認した．1979年は北海道教育庁（1981）が営巣報告をしている（５月

22日の調査）が，この年，幼烏の観察記録はない．1980年も北海道教育庁（1981）が調査

を行っているが，４月１４日の調査では巣は認められていない．６月４日になって，巣が確

認されたが，この年も，幼鳥の確認はない．ただし，１２月６日にこの湿原に隣接する牧場

に成長３羽・幼烏１羽が飛来した．この群の由来は不明である．飯嶋・山田（1983）によ

ると，1981年も１番繁殖したことになっているが，この年は巣卵，幼烏とも確認されてい

ないことが，今回の資料の再整理によって判明した．しかし，４月１９日－５月16日間，成鳥

1-2羽の観察記録があるので，繁殖の可能'性はまったく否定できない．1982年は正富ら

(1982,1983）は営巣は認められなかったと報告しているが，６月下旬－７月上旬に成鳥２

羽・幼鳥１羽が観察された．1983年５月４日，抱卵中の成鳥が観察され，７月には幼烏１

羽が確認された．1984年５月22日，就巣交代の様子が観察され繁殖が確認されたが，幼烏

を認めるに至っていない．1985年６月８日，成鳥２羽・幼鳥１羽が観察された．

以上述べたように，この場所では1971年以来ほぼ毎年繁殖の記録があり，大樹町内では，

キモントウ沼とともに，非常に良好な繁殖地ということができる．

２）豊頃町

湧洞沼：周囲１７．５ｋｍ,面積3.73ｋｍ2の海跡湖で,流入する湧洞川河口一帯が湿原となっ

ており，ヨシが繁茂している．沼にはウグイ，ワカサギ，カレイなど37種の魚類をはじめ，

貝類や小型のエビも多数生息する（北海道1978)．

北海道教育庁（1975)，江山･井上（1976）によると，この場所では1948年にタンチョウ

が観察され，繁殖もしたとされている．1949年以後の繁殖の確実な記録は1971年における

もので，５月に成鳥２羽・幼烏１羽が観察された．前述のように，同一番が同一場所で繁

殖するものとすると，1971年までに繁殖はあったものと考えられるが，この間の記録がほ

とんどないため，繁殖状況についてはまったく不明である．1972年以後も観察記録はない

が，1976年になって９月28日に成鳥２羽・幼烏１羽，１０月14日に成鳥２羽・幼烏２羽がそ

れぞれ観察された．しかし，この年も春一夏の観察記録がないため，９月28日に見られた家

族はこの場所で繁殖したものとも思われるが，断定することはできない．1977年も冬の記

録しかなく，繁殖状況は不明である．1978年は９月１５日に成鳥２羽・幼烏１羽を認めた．

この年は６月に成鳥２羽の記録があるのみであるので，繁殖した可能性は極めて高いもの

の，断定はできない．1979年５月19-22日，巣卵を確認した（北海道教育庁1981)．しかし，

この巣卵は，後日，沼の増水により水没した．1980年６月9-15日，成鳥２羽・幼烏２羽が

観察された(北海道教育庁1981)．この２羽の幼烏は９月１５日にも認められた．1981年は４

月23日より成鳥の記録があり，９月１５日に成鳥２羽・幼鳥２羽の構成の家族が２組観察さ

れた．1982年には２番の営巣が確認された（正常ら1982)．９月９日に成鳥２羽･幼烏２羽

が見られているが，どちらの番かは不明である．柳洞沼で２番の繁殖が確認されたのは，

1982年以外にはない．幼烏の飛行可能時期は聯化後3.0-3.5カ月とされているので(正樹ら
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1972)，卿化時期を５月中-下旬とすると，８月下旬には幼鳥は飛行可能な状態になってお

り，９月中旬には最も遅く僻化した幼鳥も飛行可能となる．しかし，これらの時点で，大

きな移動がまだないのであれば，1981年９月15日に観察されたそれぞれ幼鳥２羽を伴った

２家族は，湧洞沼で繁殖した可能性もある．1981年９月15日には，キモントウ沼で成鳥２

羽・幼鳥１羽が観察されているが，この家族が同日湧洞沼に飛来したとは，群構成も違う

ことから考えられず，また，この年，後述する豊頃町内の長節湖・大津湿原では繁殖記録

はないので，これらの状況からも，1981年に２番が繁殖した可能性は高いものといえる．

1981年は，少くとも１番の繁殖は確実であり，さらに，もう１番の繁殖もあったものと思

われる．1983年も営巣が認められたが(正富ら1983)，幼鳥の確認をしていない．1984年に

は巣は見つけられていないが(MASATOMIeta1.1985)，繁殖期間を通して成鳥1-3羽が見

られており，繁殖の可能性はまったく否定できない．1985年５月26日－６月１０日には成鳥２

羽・幼鳥１羽が観察された．

長節湖：周囲５ｋｍ，面積１．１４ｋｍ2の海跡湖で，流入する長節川，長節小沢川河口一帯は

湿原となっている．長節湖および湿原周辺には道路が敷設されている．湖にはチカ･フナ・

シジミなどが生息する．

ここでは，1984年に繁殖の記録があるのみである（MASATOMIetal.)．ただし，抱卵

確認までで幼鳥の確認をしていない．1976年11月11日に成鳥２羽・幼烏１羽が観察された

が，この家族の由来は不明である．これ以外に，長節湖では非成鳥が観察された記録はな

い．

大津湿原：十勝川河口南側に展開し，面祇約６ｋｍ２（５万分の１の地図より算出）であ

る．長節湖の北側に近接しており，標高約60ｍの丘陵で区切られている．

1973年から繁殖記録があるが（北海道教育庁1975)，以後，毎年は繁殖を確認していな

い．1973年５月29日－６月４日に成鳥２羽･幼鳥１羽が観察された．1974年も営巣抱卵が確

認されたが(北海道教育庁1975)，僻化には至らなかったようである．1975年は観察記録が

なく，1976年は７月20日に成鳥２羽が見られた記録があるのみである．1977年５月，営巣

が確認されたが,幼鳥を確認していない．1978年は４月29-30日に１羽が観察された記録が

あるのみである．1979,1980両年は繁殖が確認されており(北海道教育庁1981)，1979年は

営巣抱卵までの確認で，幼鳥を認めるに至っていないが，1980年は６月９－１９日に成鳥２

羽・幼鳥１羽が見られた．1981年は観察記録がなく，1982,1983両年は繁殖が確認された．

1982年５月23日，営巣が認められ(正富ら1982)，1983年は夏に，地元の住民によって成鳥

２羽・幼鳥１羽が観察された．1984年は繁殖の確認はなく，１２月13日に成鳥２羽・幼鳥１

羽が見られたが，この家族の由来は不明である．この年は長節湖で繁殖が認められたがＴ

これまで，同一年内に大津湿原と長節湖双方で，それぞれ繁殖が確認されたことはない．

大津湿原・長節湖，それにこれまで繁殖の確認されていない浦幌町のトイトツキ湿原は，

現在のところ，同一番の繁殖エリアといえよう．1985年５月26日，成鳥２羽・幼烏１羽が

観察された．

以上７カ所の繁殖地について述べたが，確実な繁殖地は，キモントウ沼，生花苗沼，ト

ウベリ湿原，湧洞沼，大津湿原の計５か所である．今後，十勝地方でタンチョウの生息数

が増加すれば，ホロカヤントウ沼，長節湖からトイトッキ湿原にわたるエリアで，複数の

番が繁殖するかも知れない．最近10年間は，5-6番(少なくとも４番)が，ほぼ毎年繁殖し
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ていると思われる．最も繁殖番数の多かったのは1980年で，７番であった．十勝地方では，

これまでの繁殖成績から，１０番の繁殖活動が可能のように思われる．

3．幼鳥の成育状況

繁殖の項で，繁殖したと記載してあるのは，営巣，（抱)卵，幼鳥のいずれかを確認した
場合である．しかし，どの番において，何羽の幼鳥が僻化し，何羽が成長したかという追
跡調査はほとんどない．Table3に，各繁殖地およびその周辺で，９月までに確認した幼烏
の数を示した．ただし，興味ある記録については，その後の記録も記載した．

Table３．NumbersofchickesoftheJapaneseCraneobservedatoraroundthe
breedingareaintheTokachiDistrict,Hokkaido,mainlybetween
summerandSeptember．
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4．非繁殖個体

繁殖期間中，繁殖しない個体は，大樹・豊頃両町および陸別町，上士幌町で観察されて

いる．特に，豊頃町育素多沼周辺において記録が多く，亜成鳥の観察もあるが，大樹町で

は繁殖しない亜成鳥が観察されたのは，1976年７月２日（キモントウ沼）と1981年４月５

日（生花）の２回しかない．なお，育素多沼では，これまで，繁殖の記録はない．大樹町

では繁殖地域以外での，繁殖期間中の，これら非繁殖個体の観察例は少ない．Ｔａｂｌｅ４

に，大樹・豊頃両町における，非繁殖個体あるいはそうと思われる個体の記録を示した．

これらの成鳥については，５月までのものをあげた．これは，６月以後の記録は，繁殖活

動を中断して他地区へ飛来した際に観察されたのかも知れぬ記録との区別がつかないとの

理由による．

Table４．SightrecordsoftheJapaneseCraneconsideredtobenon-breeder

attheTaikiandToyokororegionsintheTokachiDistrict,Hokkaido．
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5．生息数

十勝地方のように，タンチョウの生息数の少ない地区においてすら，その生息数を正確

に把握するのは困難である．というのは，繁殖個体のほかに，僻化した幼鳥，成長途中で

死亡した幼鳥，非繁殖鳥などがあり，また，後述するように，少数乍ら事故死する個体も

あって流動的だからである．Ｔａｂｌｅ５に，我々の記録から推定し得る各地の確実と思われ

る最大の生息数と，比較のために，毎年12月５日を中心に行われる一斉調査の記録を示し

た．4-9月の成鳥の数は，繁殖個体と非繁殖個体の合計か，もしくはその期間に重複しない

成鳥の合計である．10-12月のそれぞれの数は，重複しない観察個体の合計である．ただ

し，10-12月の記録は，下記の理由によって，各町間で重複があるかも知れない．

飯嶋・山田（1983）は，大樹町における，タンチョウの冬期移動前後の個体数の増加に

ついて言及し，他地区からの飛来があるためと述べているが，これは，たまたま，非繁殖

個体が，繁殖期間中，それとは識別されず（繁殖地近辺に非繁殖個体が生息していても，

繁殖個体と区別できない場合が多い)，渡去(移動)前になって，はじめて，繁殖個体とは

別に確認された場合も考えられるので，簡単に，他地区から飛来があったとは断定できな

い．しかし，1982年の大樹町における記録のように，秋期に成鳥が20羽以上観察された場

合には(11月14日の記録)，他地区からの飛来があったと考えても無理はない．1982年11月

14日には豊頃町では，湧洞沼，育素多沼でそれぞれ成鳥２羽が観察されているので，この

時点での，十勝地方における，成鳥の生息数は24-26羽ということになる．しかし，豊頃町

における，1982年秋-冬期の重複しない成鳥数は７羽である．我々の調査が充分なものであ

るとすると，秋-冬期には大樹，豊頃両町間を往復している個体があるということになる．

いずれにせよ，個体識別を行っていないので，この点について結論を下すことはできない．

Table5．EstimatednumbersoftheJapaneseCraneintheTokachiDistrict,Hokkaido．
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現在のところ，十勝地方の生息数は20-25羽と推定される．

6 ． 死 亡 例

これまで，５例の死亡事故が報告されている．以下，地区別に記載するが，いずれも管

轄地区教育委員会よりの資料である．

大樹町：1972年８月２日，トウベリ湿原で成鳥１羽の腐乱死体が発見された．原因不明．

1974年９月29日，生花で幼鳥１羽が感電死した．

豊頃町：1972年１０月24日，幌岡で１羽死亡．感電死と推定された．

浦幌町：1956年12月４日，豊北で成鳥（雌3才）１羽が感電死した．1971年11月，愛牛で

幼鳥１羽死亡．感電死と推定された．

要約

1.1969-1985年の記録を基に，北海道十勝地方のタンチョウの生息状況について述べた．

２．主な生息地は大樹町と豊頃町である．浦幌町にも生息するが,観察記録は少なく，非繁殖期に

おけるものがほとんどである．このほか，池田町で２例，広尾町，上士幌町，陸別町でそれぞ

れ１例の観察記録があった．

３．タンチョウは，毎年，３月下旬一４月上旬に十勝地方に渡来し，１２月下旬にはほとんど渡来す

る．１－３月上旬にも少数の観察記録があった．

４．繁殖地は大樹町でキモントウ沼，生花苗沼，ホロカヤントウ沼，トウベリ湿原の４カ所，豊頃

町で湧洞沼，長節湖，大津湿原の３カ所の計７カ所である．ただし，ホロカヤントウ沼，長節

湖では，これまで，それぞれ１回の観察記録しかなく，ホロカヤントウ沼の例は巣卵の水没に

よる途中放棄で鮮化に至らず，長節湖の例では幼鳥の確認に至らなかった．

５．繁殖の初確認は，我々の記録では，キモントウ沼：1973年，生花苗沼：1978年，ホロカヤント

ウ沼：1980年，トウベリ湿原：1971年，湧洞沼：1971年，長節湖：1984年，大津湿原：1973年

であった．ただし，湧洞沼では1948年に繁殖したという報告がある．

６．キモントウ沼では，ほぼ毎年，２番が繁殖していると思われる．1977年には３番が繁殖した．

他の場所では，１年に１番の繁殖しか認められていないが,湧洞沼では，1982年に２番の繁殖

が確認された．

７．これまでの最大繁殖番数は７番（1980年）であった．

８．繁殖期間中に，繁殖しない成鳥，亜成鳥が，大樹・豊頃，陸別，上士幌の４町で観察された．

大樹町においては1976年から，豊頃町においては1977年から記録があり，大樹町では1981年か

ら，豊頃町では1980年から，毎年，２羽以上の非繁殖個体が観察されている．陸別町では，１９８１

年４月に１羽が，上士幌町では，1983年６月に亜成鳥３羽が飛来した．

９．現在のところ，十勝地方のタンチョウの生息数は20-25羽と推定される．
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”0"e"sfs）breedingineastemHokkaidoinl984、

InternationalSpringCensusesonG“”0"g"sjS（Red-crownedCrane）ｉｎｌ９８４：37.66．

Tokyo,SpecialCommitteeonCraneConservation．

StatusoftheJapaneseCrane,Ｇ砥”0”e"sおintheTokachiDistrict,Hokkaido

TokatiChapter,WildBirdSocietyofJapan

ThebreedinganddistributionoftheJapaneseCrane，Ｇ恋”0"elzsjS,intheTokachi

District,eastemHokkaido,aredescribedbasedonobservationsmadechieflyfroml969to

l985・

JapaneseCraneswererecordedmainlyfromtheTaikiandToyokororegionｓａｎｄａｆｅw

recordswerealsoobtainedfromUrahoro,Ikeda,Hiroo,Kamishihoro,andRikubetsuregions

duringtheperiodfroml977tol983・

JapaneseCranesoccurredfromlateMarchorearlyApriltolateDecembereveryyearin

theTokachiDistrict､However,theywererarelyseenfrommid-DeceｍｂｅｒｔｏｅａｒｌｙＭａｒｃｈ

Thereweresevenbreedingsitesinthisdistrict：LakesKimonto，HorokayantoandOi‐

kamanai,andToberiMarshinTaiki,LakesYudoandChobusi,andOtsuMarshinToyokoro・

Thefirstbreedingrecordforeachsite,ａｓｆａｒａｓｗｅｋｎｏｗ,ｗａｓｉｎｌ９７１ｉｎｔｈｅＴｏｂｅｒｉＭａｒｓｈ

ａｎｄａｔLakeYudo，ｉｎｌ９７３ｎｅａｒＬａｋｅＫｉｍｏｎｔｏａｎｄｉｎｔｈｅＯｔｓｕＭａｒｓｈ，inl978nearLake

Oikamanai,inl980nearLakeHorokayanto,andinl984nearLakeChobusi,Ｏｎｌｙonecaseof

breedingwasrecordedfromLakesHorokayantoandChobushi､Thustherearefivesuitable

breedinghabitatswith5to6breedingpairsintheTokachiDistrict,Thelargestnumberof

breedingpairswas7inl980、

Inaddition,someJapanesecranesconsideredtobenon.breederswereobservedintheTaiki，

Toyokoro,Rikubetsu,andKamishohororegions、

Thus,thetotalnumberofbirdsoccurringintheTokachiDistrictisconsidereｄｔｏｂｅ２０ｔｏ

２５．

LaboratoryofWildlifeResourceEcology,ObihiroUniverstyofAgriculture

andVeterinaryMedicine,Obihiro,０８０．


